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概要 

【ﾃﾞｰﾀ本修正】は、最上位の承認ﾚﾍﾞﾙが設定されている入力者が処理できる修正処理です。 

決算が確定した会社ﾏｽﾀｰの仕訳ﾃﾞｰﾀは修正も削除もできません。 

未承認ﾃﾞｰﾀ、承認済ﾃﾞｰﾀ、他の入力者含め、様々な角度から検索及び修正や削除が可能です。 

仕訳ﾃﾞｰﾀの履歴が保存および表示されます。（更新日時、修正履歴、承認履歴、承認後の修正履歴） 

入力者別または複数人での検索や修正後は、【振替伝票発行】や【履歴ﾁｪｯｸﾘｽﾄ】で確認が可能です。 

変更点 

履歴ﾁｪｯｸﾘｽﾄ P6 

 以下設定画面から参照出力できるようになりました。 

・修正履歴（入力~現時点迄の修正履歴）未承認ﾃﾞｰﾀも含まれます 

・承認履歴（最終承認のみの履歴） 

・承認後の修正履歴（最終承認後の修正履歴） 

 

こんな時に利用します 

 入力した仕訳ﾃﾞｰﾀの日付、科目、枝番、金額、課税区分、摘要等々の修正や削除 

承認済ﾃﾞｰﾀの修正・削除 

未承認ﾃﾞｰﾀと承認ﾃﾞｰﾀを含めた修正・削除 

 他の入力者を特定または会社ﾏｽﾀｰ全体から対象ﾃﾞｰﾀを絞り込み検索をしてから修正・削除 

 個人別の仕訳ﾃﾞｰﾀ履歴を参照出力したい 

 

この画面の次によく使う機能として 

 【入力処理】【簡易入力ⅡPRO】【振替伝票発行】をはじめとする入力全般 

 各種帳票関連 全般 

 履歴ﾁｪｯｸﾘｽﾄ P6 
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・データ本修正の詳細説明 

【ﾃﾞｰﾀ本修正】は【仕訳条件検索】と同じような検索画面ですが、修正対象者も各々指定が可能です。 

仕訳 ID（入力順番号、他の会社ﾏｽﾀｰも含む） 

仕訳種別（未承認ﾃﾞｰﾀのみ、承認ﾃﾞｰﾀのみ、承認ﾃﾞｰﾀ未承認ﾃﾞｰﾀ） 

① 貸借共通条件指定・貸借個別条件指定 → 科目の設定です、借方のみや貸借での検索など設定します。 

日付指定 （決算期内、仕訳入力制限処理をされている月の修正削除は出来ません） 

伝票番号（範囲指定） 

② 科目 （借方科目、貸方科目、貸借科目 で検索可能）右側のﾘｽﾄから科目を検索、科目選択を実行します  

枝番 ・ 部門 ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （各範囲指定） 

金額（範囲指定） ・ 摘要（3 パターン、入力時の摘要の順番が条件[日本橋商事+営業部+田中]、半角全角別） 

課税区分             通常の税率変更        経過措置の税率変更(ﾚ点) 

 

 

 

 

表示 （修正ﾃﾞｰﾀの表示形式： 伝票形式 と 一覧表示 から選択可能です、特に指定が無ければ一覧表示） 

行数 （１ページあたりの画面表示件数、10、30、50、100、200、全て から選択） 

③ 修正対象ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ指定 （承認権限以下のｵﾍﾟﾚｰﾀｰ[入力者]が対象となります） 

（承認ﾚﾍﾞﾙ 3 は承認ﾚﾍﾞﾙ 5 の仕訳ﾃﾞｰﾀの修正削除は出来ません、表示がされません） 

 

結果表示を実行すると修正削除が可能なﾃﾞｰﾀが表示されます。 

ﾘｾｯﾄを実行すると、条件がｸﾘｱされます。 

 

＊ヘッダ部にある履歴ﾁｪｯｸﾘｽﾄ は履歴表示用の検索画面が別途ございます。 

この画面で指定したものは反映されません。6 頁を参照。 

 

 
  

② 

①  

③ 
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修正対象の結果表示画面 

 ID 番号を実行すると、修正画面が表示されます 

 チェックにレ点を付けると削除対象ﾃﾞｰﾀとなります。 

誤って入力した時など、削除したい場合はチェックした仕訳を一括削除から削除してください。 

 

① 修正元ﾃﾞｰﾀ、修正ﾃﾞｰﾀ、修正の選択画面 の３つの項目が表示されます。 

修正元のﾃﾞｰﾀを参考に、修正ﾃﾞｰﾀ欄より修正が可能です。 

修正後は 修正実行 を実行してください。 

 

次頁に修正例があります。 

 

① 

②  

② 
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修正例：貸方科目の枝番を 2001 アンデスから、2006 北海商事へ変更 

通常税率 10%を経過措置の 8%に変更 

 

 下記貸方枝番から 2006 北海商事    貸方の税区を 8 経過措置（内税）へ変更し、税率を 8％へ変更 

貸方へ を実行 します 

 

 

修正作業を終えたら、修正実行 を 実行します。 
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P4 の補足・・・消費税修正方式の選択は２種類あります。（各ボタンで表示切替が可能です） 

 

・消費税修正方式（簡易方式） 

通常、ﾃﾞｰﾀ本修正を使う場合は表示のわかりやすい簡易方式が便利です。 

税区（課税区分）を 1~9 までの例外数字を入れることで課税区分の修正が可能です。 

取引（取引区分）を 1~3 までの例外数字を入れることで取引区分の修正が可能です。 

 

 

・消費税修正方式（直接方式） 

こちらは、税区（課税区分）と取引（取引区分）が一緒になっている修正画面になります。 

 

 

・個別対応方式  

（各企業様によって利用可否があります、その他一括比例配分方式） 

 課税期間中の課税仕入れ等に係る消費税額のすべてを、 

 1 課税売上げにのみ要する課税仕入れ等に係るもの 

 2 非課税売上げにのみ要する課税仕入れ等に係るもの 

 3 課税売上げと非課税売上げに共通して 

要する課税仕入れ等に係るもの 

 に区分し、次の算式により計算した仕入控除税額を 

その課税期間中の課税売上げに係る消費税額から控除します。 
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履歴ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

                        実行をすると履歴用の検索画面が開きます 

 

 決算期を選択します （本更新をしている決算期は修正対象外となります） 

 修正履歴または承認履歴の指定を選択します、参照出力する修正者または承認者の選択をします 

 

今回追加された機能です。 

修正履歴、承認履歴、承認後

の修正履歴  

いずれかを選択して 

詳細な範囲指定を実行しま

す 

または、そのまま履歴ﾁｪｯｸﾘｽ

ﾄを表示させます 
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日付指定後 履歴ﾁｪｯｸﾘｽﾄ を参照します 

・修正履歴（入力~現時点迄の修正履歴）未承認ﾃﾞｰﾀの修正も含まれます。 

 

・承認履歴（最終承認のみの履歴） 
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・承認後の修正履歴（最終承認後の修正履歴） 

 

詳細な範囲指定 （日付指定や科目指定が可能です）（検索基準が変更になりました） 

 

以前の検索基準 


